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論文審査の結果の要旨 

 

認知的柔軟性(Cognitive flexibility)についてはこれまでに心理学や医学など様々な分野において研究が集積されてお

り、その概念については「外部環境からの刺激に対して考え方を柔軟に変化させることができる能力の程度」

(Scott,1962）、「適応機能を向上させるスキルとしての認知再構成を学ぶことを促進する重要な心理的能力であり、生

活環境の変化に適応する能力」(Johnco,2014)等、様々な考察が行われている。Cognitive flexibility scale（CFS: 

Martin&Rubin,1995）は問題や出来事に対して取り組む態度や感情について個人の信念を問う自己記入式心理尺度である。

本研究は認知的柔軟性を測定する自己記入式心理尺度として英語圏で最も利用されているCFSの日本語版(CFS-J)を開発

し、その信頼性と妥当性を検証することを目的として行われた。 

CFS-Jは翻訳－逆翻訳の過程を経て原著者により原文と日本語文の等価性を確認され、開発された。信頼性及び妥当性の

検証は2014年10月から2015年2月にかけて東京近郊に在住する18歳以上のボランティア335人（女性71.6％、学生64.8％）

の協力を得て行われた。335人のCFS-Jの平均値は46.3点（標準偏差7.3）でありシャピロウィルクの正規性検定により5％

水準で正規性の仮定は棄却された（p = 0.047）。内的整合性はクロンバックのα係数とマクドナルドのω係数の算出に

より検証された(α＝0.847,ω＝0.871)。また107人に対して1－2週間の間隔を空けて再テストを実施した結果（平均値

47.1点、標準偏差7.4点）、スピアマンの順位相関係数は0.687、級内相関係数は0.689という高い相関がみられ、再テス

トの信頼性が確認された。さらにカイザーの基準化を伴うプロマックス回転による最尤法を用いて探索的因子分析を実施

し、1因子構造であることを確認した。 

 CFS-Jの併存的妥当性は認知の柔軟性尺度(Cognitive Flexibility Inventory Japanese:CFI-J,Dennis&Vander Wal, 

2010. 徳吉ら,2011)、認知的統制尺度(Cognitive Control Scale:CCS,甘利ら,2002)、改訂版自動思考尺度(Automatic 

Thought Questionnaire-Revised-Short version Japanese:ATQ-R-SJ,坂本ら,2004)との相関係数を検証することにより確

認された。CFS-JとCFI-J,CCSおよびATQ-R-SJのポジティブ尺度とのピアソンの相関係数は高度に有意な正の相関を示し、

ATQ-R-SJのネガティブ尺度とは高度に有意な負の相関を示した。 

認知的柔軟性が神経性無食欲症、心的外傷後ストレス障害、全般性不安障害、認知症といった様々な精神疾患の症状評価

や心理療法の治療効果を判定する際の手がかりにとなる可能性がこれまでの海外でのCFSを用いた多くの先行研究でも示

されている。海外で既に汎用されているCFS の日本語版（CFS-J）を開発した本研究の意義は大きく、今後の我が国にお

ける精神疾患の症状評価や心理療法の治療効果の判定を目的とした臨床研究の発展にも寄与するものと期待される。従っ

て、本研究は学位に値するものと認める。 

 

 


